
 

 

 

 

 

 

 

スローガン 事 業 内 容 

後世へ語り継ぐ 

厳美の震災 

岩手宮城内陸地震、須川岳噴火等厳美の災害伝承活動 

山谷分館震災資料展示室の活用方法の検討 

地域で支えあう厳美 
・厳美「ひかりの森」事業の共催 ・厳し美しの里フェスティバル開催 

・山谷分館及び達古袋分館の利活用 ・指定管理移行記念イベント 

明るく楽しい厳美 ・モルック体験会 ・厳美小、中記念事業との共催「地域づくり講演会」棟 

地域の宝で 

かがやく厳美 

・むかさり行列 ・ほうきづくり ・門松づくり ・小正月行事 

・郷土料理等の継承活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指定管理開始から 1 年３ヶ月が経過しました。職員体制が新しくなった 2 年目も、より良い 

厳美を目指し、地域の皆様とともに活動してまいりたいと思います。よろしくお願いいたします。 
 

役 職 氏  名 団 体 名 

会 長 小 岩 次 男 厳美地区区長会連絡協議会会長（達古袋１区） 

副会長 佐 藤 昌 悦 厳美地区福祉活動推進協議会会長（厳美７区） 

副会長 千 條 幸 男 厳美地区区長会連絡協議会副会長（厳美 11区） 

監 事 阿 部 和 紀 一関地域防犯協会厳美支部（厳美 13区） 

監 事 三 浦 善 昭 厳美地区区長会連絡協議会監事（達古袋４区） 
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支出の部 令和５年度厳し美しの里協議会 

総会が開催されました 

５月 26 日に厳美市民センターにおいて、令和５年度の協議会総会を開催しました。 

総会には代議員５４名中４４名（うち委任状２０名）にご出席いただき、市議会議員小岩 

寿一様のご祝辞の後、令和４年度の事業報告、決算報告並びに、令和５年度の役員改選、 

事業計画、収支予算について承認をいただきました。 

 

〈令和５年度役員〉 

〈事業計画〉 



 

 

 

 

第 1回地域づくり事業 

第 1回青少年事業 

モルック体験会を 

開催しました 

 ６月３日（土）に、洋野町から大野☆ドリームさんを講師にお迎えし、「モルック体験会」を開催

しました。世代間交流として、民生児童委員を中心に、地域の方々15 名、厳美小児童４名に参加

いただき、モルックを楽しみました。 

 大野☆ドリームさんは、日本モルック協会認定団体として、岩手県内にモルックを広めるため、

精力的に大会や体験会を開催しており、今回も岩手県沿岸部最北端の洋野町から最南端の厳美への

移動があるにもかかわらず、快くお引き受けいただいての開催となりました。 

 初めてのモルックに緊張していた参加者も、回数を重ねて投げ方のコツを習得すると、チーム内

で作戦を立てたり、相手チームとの駆け引きをしたりと、勝利にこだわったプレーがどのチームで

も見られました。中でも小学生チームの上達が著しく、大人チームに何度も勝利するほどの腕前へ

と成長していました。競い合ったり、励まし合ったりしながら、世代間の交流も深めていました。 

 ２時間半の体験会を、思いっきり楽しんだ参加者の皆さんでした。 

モルック等、レク用品の貸出しについては、厳美市民センターまでお問い合わせください。 

次は投げ方やルールについて 先ずはスキットルの並べ方から スキットルに狙いを定めて 

 人生大学「文化伝承教室」の皆さんが、旧鈴木家

において、端午の節句の際、軒先に菖蒲とヨモギを

刺して邪気を祓う昔ながらの風習の再現を行って

くださいました。旧暦の５月５日頃に毎年飾り付け

を行ってくださっています。来年も飾り付けを行っ

ていただく予定です。 

来年の 6 月 10 日頃をお楽しみに‼ 

大野☆ドリームさんとの記念撮影

後、サインもいただきました。 

サインは市民センターに飾って 

ありますので、ご覧ください。 


